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 技－１３２ 

第 18 節 形態６－２ 

（網構成） 

第 84条 当社網と直接協定事業者網間で回線非対応信号を送受するための共通線信号網の構成は次のとおりと

します。 

 （１） 共通線信号網構成は準対応網構成とします。 

 （２） 共通線信号網構成はＡ、Ｂ面構成とし、Ａ、Ｂ両面にリンクの設定を行うものとします。 

 （３） 信号網相互接続点単位に当社の関門機能を有する信号用中継交換機と直接協定事業者の信号用中継交

換機又はサービス制御局（以下、「ＮＳＰ」又は「ＳＣＰ」といいます。）の接続を行うものとします。 

（接続方式） 

第 85条 ナビダイヤル接続機能に関わる当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は次のとおりとしま

す。 

（１） 当社網から直接協定事業者網へ問い合わせを行う電気通信番号は番号規則を準用することとし、その

構成は次のとおりとします。 

 ア    ０５７０   ＋   ＤＥＦ   ＋   ＧＨＪ  

     サービス識別番号   事業者識別番号   加入者番号 

イ 当社網と直接協定事業者網間で転送する着信番号の有効受信桁数は９桁とします。 

（２） 直接協定事業者網から当社網へ信号により通知する電気通信番号は第５０条（接続方式）第１項（１）

の規定を準用します。 

（３） 当社網から発信可能な端末回線の種別は、電話サービスの加入電話、事業所集団電話、支店代行電話、

公衆電話、第１種及び第２種総合ディジタル通信サービス及びディジタル公衆電話サービスとします。 

（４） 当社網と直接協定事業者網間で回線非対応信号を使用する信号方式は次のとおりとします。 

 ア 当社網と直接協定事業者網間は共通線信号方式を使用し、ＴＴＣ標準に準拠した No.７信号方式を適

用 

  します。 

  イ ＭＴＰ仕様は、技術的条件集別表３または技術的条件集別表 3.1 に示すとおりとします。 

  ウ  ＳＣＣＰ仕様は、技術的条件集別表 12.1 に示すとおりとします。 

  エ ＮＴＴ固有サービス制御仕様は、技術的条件集別表 17 に示すとおりとします。当社網と直接協定事業

者網間の転送情報（各信号に設定されうるパラメータを記述します。）は次のとおりとします。 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＳＤＲＱ） 

情報名 適用 

発信ＩＤ ○ 

発信ＫＡ ○ 

発ユーザ種別 ● 

ダイヤル数字 ● 

機能レベル表示 ● 

通信路要求表示 ● 

付加ユーザ種別 ○ 

第２網機能種別 ○ 

試験呼情報 ○ 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＳＤＲＰ） 

情報名 適用 
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課金形態指示 ● 

接続指示  

 接続形態 ● 

出回線送出数字 ○ 

解放種別 ○ 

発側接続ＡＲＥ制御 ○ 

発側ガイダンス情報 ○ 

着側ガイダンス情報 ○ 

課金情報送出表示 ○ 

課金情報 ○ 

料金通知情報 ○ 

料金算定区間ＭＢＩ ○ 

機能レベル表示 ○ 

ＮＳＰ設定表示 ○ 

着ユーザ番号 ○ 

ＩＳＵＰ１リンク希望表示 ○ 

網機能種別 ○ 

理由表示 ○ 

第２網機能種別 ○ 

課金信号要求フラグ ● 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＣＨＩＦ） 

情報名 適用 

切断イベント ● 

着信端末番号 ● 

通信開始時刻 ○ 

切断時刻 ○ 

通話時間 ○ 

待合せ開始時刻 ○ 

理由表示 ● 

信号局番号 ● 

着信拒否遭遇呼 ○ 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＣＨＡＫ） 

情報名 適用 

課金信号再送出要求フラグ ● 

(凡例) ●：必ず設定されます ○：必要時設定されます  

  オ 技術的条件集別表５に示す接続シーケンスの内、ナビダイヤル接続機能に関わる接続で規定する接続

シーケンス例はＰＴ－Ｏ１のとおりとします。 

ただし、接続シーケンスは、発側網とＮＳＰ間のみを規定することとし、その他については、発側網

とＮＳＰ間の接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定しません。 

（５） 当社網と直接協定事業者網間で回線対応信号を使用する信号方式は、第 32 条（接続方式）第１項の分
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類３の規定を準用します。 

（６） 本則の共通線信号網利用機能（ウ欄）に係る料金の適用の信号はＳＣＣＰメッセージをいいます。 

（７） 当社網と直接協定事業者網間で使用する試験方式は次のとおりとします。 

ア 当社と直接協定事業者は信号リンクの正常性を確認する手動信号ルート試験を実施します。 

２ テレドーム接続機能に関わる当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は次のとおりとします。 

（１） 当社網から直接協定事業者網へ問い合わせを行う電気通信番号は番号規則を準用することとし、その

構成は次のとおりとします。 

   ア    ０１８０   ＋   ＤＥＦ   ＋   ＧＨＪ  

      サービス識別番号   事業者識別番号  加入者番号 

 イ 当社網と直接協定事業者網間で転送する着信番号の有効受信桁数は９桁とします。 

（２） 直接協定事業者網から当社網へ信号により通知する電気通信番号は第５０条（接続方式）第１項（１）

の規定を準用します。 

（３） 当社網から発信可能な端末回線の種別は、第１項（３）の規定を準用します。 

（４） 当社網と直接協定事業者網間で回線非対応信号を使用する信号方式は次のとおりとします。 

  ア 当社網と直接協定事業者網間は共通線信号方式を使用し、ＴＴＣ標準に準拠した No.７信号方式を適用 

  します。 

   イ ＭＴＰ仕様は、技術的条件集別表３または技術的条件集別表 3.1 に示すとおりとします。 

   ウ  ＳＣＣＰ仕様は、技術的条件集別表 12.1 に示すとおりとします。 

   エ ＴＣ仕様は、技術的条件集別表 13.1 に示すとおりとします。 

  オ 網特有ＡＳＥ仕様は、技術的条件集別表 16 に示すとおりとします。当社網と直接協定事業者網間の転

送情報（各信号に設定されうるパラメータを記述します。）は次のとおりとします。 

削除 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＤＣＲＴ、ＤＳＥＴ、ＤＧＥＴ、ＤＤＥＬ、ＤＣＭＰ） 

情報名 適用 

サービスクラス ● 

アプリケーション転送 ● 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＤＣＲＴ、ＤＳＥＴ、ＤＧＥＴ、ＤＤＥＬ、ＤＣＭＰの不成功応答） 

情報名 適用 

アプリケーション転送 ● 

(凡例) ●：必ず設定されます ○：必要時設定されます  

 カ 技術的条件集別表５に示す接続シーケンスの内、テレドーム接続機能に関わる接続で規定する接続シ

ーケンス例はＰＴ－Ｏ２のとおりとします。 

ただし、接続シーケンスは、発側網とＮＳＰ間のみを規定することとし、その他については、発側網と

ＮＳＰ間の接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定しません。 

（５） 当社網と直接協定事業者網間で回線対応信号を使用する信号方式は、第 32 条（接続方式）第１項の分

類３の規定を準用します。 

（６） 本則の共通線信号網利用機能（ウ欄）に係る料金の適用の信号は第１項（６）の規定を準用します。 

（７） 当社網と直接協定事業者間で使用する試験方式は第１項（７）の規定を準用します。  

３ ファクシミリ通信網サービス接続機能に関わる当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は次のと

おりとします。 

（１） 当社網から直接協定事業者網へ問い合わせを行う電気通信番号の構成は次のとおりとします。 
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    ア   １６１、１６２   

      網サービスの選択・制御（ファクシミリ通信網）に利用する番号 

       当社網と直接協定事業者網間で転送する着信番号の有効受信桁数は３桁とします。 

  イ   ００３５   ＋  ×～× 

      サービス識別番号  サービス識別コード 

       当社網と直接協定事業者網間で転送する着信番号の有効受信桁数は６桁とします。 

（２） 直接協定事業者網から当社網へ信号により通知する電気通信番号は第５０条（接続方式）第１項（１）

の規定を準用します。 

（３） 当社網から発信可能な端末回線の種別は、電話サービスの加入電話及び第１種及び第２種総合ディジ

タル通信サービスとします。 

（４） 当社網と直接協定事業者網間で回線非対応信号を使用する信号方式は次のとおりとします。 

  ア 当社網と直接協定事業者網間は共通線信号方式を使用し、ＴＴＣ標準に準拠した No.７信号方式を適用 

  します。 

  イ ＭＴＰ仕様は、技術的条件集別表３または技術的条件集別表 3.1 に示すとおりとします。 

  ウ  ＳＣＣＰ仕様は、技術的条件集別表 12.1 に示すとおりとします。 

  エ ＴＣ仕様は、技術的条件集別表 13.1 に示すとおりとします。 

  オ 網特有ＡＳＥ仕様は、技術的条件集別表 16 に示すとおりとします。当社網と直接協定事業者網間の転

送情報（各信号に設定されうるパラメータを記述します。）は次のとおりとします。 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＰＲＩＳ） 

情報名 適用 

発番号 ● 

着番号 ● 

ユーザサービス情報 ● 

順方向呼表示 ● 

発ユーザ種別 ● 

機能レベル表示 ● 

付加ユーザ種別 ○ 

第２網機能種別 ○ 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＣＮＥＴ） 

情報名 適用 

着番号 ● 

順方向呼表示 ● 

網機能種別 ● 

着ユーザ番号 ● 

ＮＳＰ設定情報 ● 

第２網機能種別 ○ 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＱＣＨＧ） 

情報名 適用 

課金形態 ● 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＲＰＥＶ） 
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情報名 適用 

呼状態 ● 

理由表示 ● 

通信時間 ○ 

通信開始時刻 ○ 

通信終了時刻 ○ 

信号局番号 ● 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＲＬＳＥ） 

情報名 適用 

理由表示 ● 

ＡＲＥ情報 ○ 

局内トランク種別 ○ 

(凡例) ●：必ず設定されます ○：必要時設定されます  

 カ 技術的条件集別表５に示す接続シーケンスの内、ファクシミリ通信網サービス接続機能に関わる接続

で規定する接続シーケンス例はＰＴ－Ｏ４のとおりとします。 

ただし、接続シーケンスは、発側網とＮＳＰ間のみを規定することとし、その他については、発側網

とＮＳＰ間の接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定しません。 

（５） 当社網と直接協定事業者網間で回線対応信号を使用する信号方式は、第 32 条（接続方式）第１項の分

類３の規定を準用します。 

（６） 本則の共通線信号網利用機能（ウ欄）に係る料金の適用の信号は第１項（６）の規定を準用します。 

（７） 当社網と直接協定事業者間で使用する試験方式は、第１項（７）の規定を準用します。 

４ 削除 

５ 削除 

６ 削除 

７ 削除 

８ 他事業者アクセス短桁ダイヤル機能［メンバーズネットサービス］（以下、「メンバーズネット」といいま

す。）に関わる当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は次のとおりとします。 

（１） 当社網と直接協定事業者網間で使用する電気通信番号は番号規則を準用することとします。 

  ア    ００ＸＹ   ＋   ０  ＋   ＡＢＣＤＥ   ＋   ＦＧＨＪ 

       事業者識別番号          市外局番＋市内局番   加入者番号 

     当社網から直接協定事業者網へ転送する上記の着信番号の有効受信桁数は事業者識別番号の前に０

を付加した 14 桁から 15 桁とします。また、直接協定事業者網から当社網へ転送する上記の着信番号の

有効受信桁数は 13 桁から 14 桁とします。 

ただし、有効受信桁数未満の着信番号がタイミングアウトにより送出される場合があります。 

  イ     ０      ＋    ＡＢＣＤＥ   ＋    ＦＧＨＪ 

      国内プレフィックス 市外局番＋市内局番  加入者番号 

     当社網から直接協定事業者網へ転送する上記の着信番号の有効受信桁数は国内プレフィックスの前

に０を付加した６桁から 11 桁とします。また、直接協定事業者網から当社網へ転送する上記の着信番

号の有効受信桁数は国内プレフィックスを除いた４桁から９桁とします。 

ただし、有効受信桁数未満の着信番号がタイミングアウトにより送出される場合があります。 

  ウ    ０ＡＢ０     ＋    ＤＥＦ   ＋    ＧＨＪ 
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       サービス番号   事業者識別番号    加入者番号 

     当社網から直接協定事業者網へ転送する上記の着信番号の有効受信桁数はサービス番号の前に０を

付加した 11 桁とします。また、直接協定事業者網から当社網へ転送する上記の着信番号の有効受信桁

数はサービス番号の１桁目の０を除いた９桁とします。 

ただし、有効受信桁数未満の着信番号がタイミングアウトにより送出される場合があります。 

  エ    ０Ａ０    ＋    ＣＤＥ   ＋  ＦＧＨＪＫ 

       サービス識別番号 事業者識別番号    加入者番号 

     当社網から直接協定事業者網へ転送する上記の着信番号の有効受信桁数はサービス識別番号の前に

０を付加した８桁から 12 桁とします。また、直接協定事業者網から当社網へ転送する上記の着信番号

の有効受信桁数はサービス識別番号の１桁目の０を除いた６桁から 10 桁とします。 

ただし、有効受信桁数未満の着信番号がタイミングアウトにより送出される場合があります。 

  オ     ００ＸＹ     ＋      ×～× 

       事業者識別番号       国際公衆電気通信番号等（010 から始まるダイヤルも含む） 

    さらに接続番号を次のとおりに区分します。 

     ００ＸＹ１系：００ＸＹに続き国際公衆電気通信番号等が存在する接続番号 

     ００ＸＹ４系：００ＸＹに続き国際公衆電気通信番号等が存在しない接続番号 

     当社網から直接協定事業者網へ転送する上記の着信番号の有効受信桁数は事業者識別番号の前に０

を付加した５桁から 23 桁とします。また、直接協定事業者網から当社網へ転送する上記の着信番号の

有効受信桁数は４桁から 22 桁とします。 

ただし、有効受信桁数未満の着信番号がタイミングアウトにより送出される場合があります。 

 カ     １ＸＹ 

       サービス番号 

     当社網から直接協定事業者網へ転送する上記の着信番号の有効受信桁数はサービス番号の前に０を

付加した４桁とします。また、直接協定事業者網から当社網へ転送する上記の着信番号の有効受信桁数

は３桁とします。 

ただし、有効受信桁数未満の着信番号がタイミングアウトにより送出される場合があります。 

 キ メンバーズネットサービス契約者が内線番号をダイヤルする場合に適用される番号は次のとおりとし

ます。 

（ア） 端末回線種別が電話サービスの加入電話及び第１種総合ディジタル通信サービスの場合、メンバー

ズネット内線番号の桁数は１桁から 11 桁とし、１桁目は１から９までの数字を使用します。（ただし、

１桁目が１の場合は３桁固定とします。（184／186 の場合は除きます））２桁目から 11 桁目は０か

ら９までの数字を使用します。なお、加入電話の場合、メンバーズネットサービスの付加機能である

ダイヤルパス機能（オフフックを行った際に特定の着信先へ接続する機能）利用時は、メンバーズネ

ット内線番号は設定されません。また、ダイヤルパス＃機能（オフフック後、１桁目に「＃」をダイ

ヤルした際に特定の着信先へ接続する機能）利用時は、メンバーズネット内線番号には「＃」が設定

されます。 

（イ） 端末回線種別が電話サービスの事業所集団電話の場合、１桁から３桁のオンネットアクセス番号を

使用します。１桁目は１から９までの数字を使用します。オンネットアクセス番号の２桁目から３桁

目は０から９までの数字を使用します。（ただし、１桁目が１の場合は３桁固定とします。（184／186

の場合は除きます））オンネットアクセス番号を付加して、メンバーズネット内線番号をダイヤルし

ます。なお、付加機能であるダイヤルパス＃機能利用時は、メンバーズネット内線番号には「＃」が
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設定されます。 

  ク メンバーズネットサービス契約者が１桁目に０をダイヤルした場合の接続方式は当社の電話サービ

ス契約約款に規定されているものと同等とします。  

（２） メンバーズネットサービス契約者の登録できる当社の端末回線の種別は、電話サービスの加入電話、

事業所集団電話、支店代行電話、第１種及び第２種総合ディジタル通信サービスとします。 

（３） 当社網と直接協定事業者網間で回線非対応信号を使用する信号方式は次のとおりとします。 

  ア 当社網と直接協定事業者網間は共通線信号方式を使用し、ＴＴＣ標準に準拠した No.７信号方式を適用 

  します。 

  イ ＭＴＰ仕様は、技術的条件集別表３または技術的条件集別表 3.1 に示すとおりとします。 

  ウ  ＳＣＣＰ仕様は、技術的条件集別表 12.1 に示すとおりとします。 

  エ ＴＣ仕様は、技術的条件集別表 13.1 に示すとおりとします。 

  オ 網特有ＡＳＥ仕様は、技術的条件集別表 16 に示すとおりとします。当社網と直接協定事業者網間の転

送情報（各信号に設定されうるパラメータを記述します。）は次のとおりとします。 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＰＲＩＳ） 

情報名 適用 

発番号 ○ 

着番号 ○ 

ユーザサービス情報 ○ 

順方向呼表示 ○ 

発ユーザ種別 ○ 

契約者番号 ○ 

試験呼情報 ○ 

サービス活性化 ○ 

発着制御要求表示 ○ 

機能レベル表示 ○ 

汎用番号 ○ 

付加ユーザ種別 ○ 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＳＤＩＦ） 

情報名 適用 

制御対象 ● 

ＡＲＥ情報 ○ 

汎用通知 ○ 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＣＮＥＴ） 

情報名 適用 

着番号 ● 

発番号 ○ 

順方向呼表示 ● 

着ユーザ番号 ○ 

付加情報転送 ○ 

着信指示用音源種別 ○ 
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ＮＳＰ設定情報 ○ 

汎用番号 ○ 

サービス活性化 ○ 

第 1 着ユーザ番号 ○ 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＱＣＨＧ） 

情報名 適用 

課金形態 ● 

課金情報 ○ 

接続先変更元番号 ○ 

接続先変更先番号 ○ 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＲＬＳＥ） 

情報名 適用 

理由表示 ● 

ガイダンス情報 ○ 

汎用通知 ○ 

局内トランク種別 ○ 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＲＰＥＶ） 

情報名 適用 

呼状態 ● 

理由表示 ● 

通信時間 ○ 

通信開始時刻 ○ 

通信終了時刻 ○ 

信号局番号 ● 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＲＶＩＦ） 

情報名 適用 

情報受信法表示 ● 

情報要求 ○ 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＲＶＩＦの成功応答） 

情報名 適用 

受信情報 ● 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＰＬＲＳ） 

情報名 適用 

発トランザクションＩＤ ● 

着トランザクションＩＤ ● 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＲＰＲＳ） 

情報名 適用 

着トランザクションＩＤ ● 

リソース状態 ● 
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信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＱＲＳＴ） 

情報名 適用 

初期設定表示 ● 

シーケンス ○ 

着トランザクションＩＤ ○ 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＲＲＳＴ） 

情報名 適用 

シーケンス ○ 

(凡例) ●：必ず設定されます ○：必要時設定されます  

 カ 技術的条件集別表５に示す接続シーケンスの内、メンバーズネットサービス契約者発信で規定する接

続シーケンス例はＰＴ－Ｏ９のとおりとします。 

ただし、接続シーケンスは、発側網とＮＳＰ間のみを規定することとし、その他については、発側網

とＮＳＰ間の接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定しません。 

（４） 当社網と直接協定事業者網間で回線対応信号を使用する信号方式は、第 32 条（接続方式）第１項の規

定を準用します。 

（５） 本則の共通線信号網利用機能（ウ欄）に係る料金の適用の信号は第１項（６）の規定を準用します。 

（６） 当社網と直接協定事業者間で使用する試験方式は、第１項（７）の規定を準用します。 

９ 削除 

10 削除 

11 削除 

12 電報接続機能に関わる当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は次のとおりとします。 

（１） 当社網から直接協定事業者網へ問い合わせを行う電気通信番号は番号規則を準用することとし、その

構成は次のとおりとします。 

  ア     １１５  

       国内電報受付に利用する番号 

   イ 当社網と直接協定事業者網間で転送する着信番号の有効受信桁数は３桁とします。   

（２） 直接協定事業者網から当社網へ信号により通知する電気通信番号は第５０条（接続方式）第１項（１）

の規定を準用します。 

（３） 当社網から発信可能な端末回線の種別は、電話サービスの加入電話、事業所集団電話、支店代行電話、 

優先放送電話接続電話、第１種及び第２種総合ディジタル通信サービスとします。 

（４） 当社網と直接協定事業者網間で回線非対応網信号を使用する信号方式は次のおりとします。 

   ア 当社網と直接協定事業者網間は共通線信号方式を使用し、ＴＴＣ標準に準拠した No.７信号方式を使用

します。 

   イ ＭＴＰ仕様は、技術的条件集別表３または技術的条件集別表 3.1 に示すとおりとします。 

   ウ  ＳＣＣＰ仕様は、技術的条件集別表 12.1 に示すとおりとします。 

   エ ＮＴＴ固有サービス制御仕様は、技術的条件集別表 17 に示すとおりとします。当社網と直接協定事業

者網間の転送情報（各信号に設定されうるパラメータを記述します。）は次のとおりとします。 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＳＤＲＱ） 

情報名 適用 

発番号 ○ 

発信ＩＤ ○ 
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発信ＫＡ ○ 

ダイヤル数字 ○ 

隣接網形態識別 ○ 

機能レベル表示 ○ 

発ユーザ種別 ○ 

付加ユーザ種別 ○ 

順方向呼表示 ○ 

第２網機能種別 ○ 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＳＤＲＰ） 

情報名 適用 

接続指示  

 接続形態 ● 

発側接続ＡＲＥ制御 ○ 

発側ガイダンス情報 ○ 

出回線送出数字 ○ 

理由表示 ○ 

ＩＳＵＰ１リンク希望表示 ○ 

課金信号要求フラグ ● 

網機能種別 ● 

第２網機能種別 ○ 

ＮＳＰ設定情報 ○ 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＣＨＩＦ） 

情報名 適用 

切断イベント ● 

着信端末番号 ● 

通信開始時刻 ○ 

通信終了時刻 ○ 

通話時間 ○ 

理由表示 ○ 

信号局番号 ○ 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＣＨＡＫ） 

情報名 適用 

課金信号再送出要求フラグ ● 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＬＮＣＭ） 

情報名 適用 

着信端末番号 ● 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＬＮＲＰ） 

情報名 適用 

通話路確認フラグ ● 

着信端末番号 ● 
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信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＬＮＩＮ） 

情報名 適用 

初期設定フラグ ● 

呼識別番号 ● 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＬＮＡＫ） 

情報名 適用 

初期設定フラグ ● 

呼識別番号 ● 

(凡例) ●：必ず設定されます ○：必要時設定されます  

オ 技術的条件集別表５に示す接続シーケンスの内、電報接続機能に関わる接続で規定する接続シーケン

ス例はＰＴ－Ｏ１のとおりとします。 

ただし、接続シーケンスは、発側網とＮＳＰ間のみを規定することとし、その他については、発側網

とＮＳＰ間の接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定しません。 

（５） 当社網と直接協定事業者網間で回線対応信号を使用する信号方式は、第 32 条（接続方式）第１項の分

類３の規定を準用します。 

（６） 本則の共通線信号網利用機能（ウ欄）に係る料金の適用の信号は第１項（６）の規定を準用します。 

（７） 当社網と直接協定事業者間で使用する試験方式は、第１項（７）の規定を準用します。 

13 フリーダイヤル接続機能に関わる当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は次のとおりとします。 

 （１） 当社網から直接協定事業者網へ問い合わせを行う電気通信番号は番号規則を準用することとします。 

  ア  当社網と直接協定事業者網間で使用する電気通信番号は第32条（接続方式）第２項（１）の規定を

準用します。ただし、番号ポータビリティ接続機能において使用する接続番号は次のとおりとします。 

（ア）当社網から移転元事業者となる直接協定事業者網のＮＳＰへ問い合わせを行う接続番号は第32

条（接続方式）第２項（１）の規定を準用します。 

（イ）当社網から移転先事業者となる直接協定事業者網のＮＳＰへ問合せを行う、移転先事業者網へ

のルーチング情報を示す接続番号（以下、ネットワークルーチング番号といいます。）の構成

は次のとおりとします。 

   ０１２０   ＋  ＤＥＦ 

    サービス識別番号  事業者識別番号 

   当社網と直接協定事業者網間で転送する着信番号の有効受信桁数は１桁目の０を除いた６桁とします。

また、Ｄコードは０から８までの数字を使用します。 

  イ  １４４    

     網サービスの選択・制御（迷惑電話おことわり）に利用する番号 

       当社網と直接協定事業者網間で転送する着信番号の有効受信桁数は３桁とします。 

 （２） 直接協定事業者網から当社網へ信号により通知する電気通信番号は第５０条（接続方式）第１項（１）

の規定を準用します。ただし、番号ポータビリティ接続機能において使用する接続番号は次のとおりと

します。 

ア 移転元事業者となる直接協定事業者網のＮＳＰから当社網へ信号により通知するネットワークルーチ

ング番号の構成は次のとおりとします。 

（ア）  ０１２０   ＋  ＤＥＦ  ＋ （ＧＨＪＫ） 

  サービス識別番号     事業者識別番号     加入者番号 

有効受信桁数は１桁目の０を除いた６～１０桁とします。 
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（イ）  ０８００   ＋  ＤＥＦ  ＋ （ＧＨＪＫＬ） 

  サービス識別番号     事業者識別番号     加入者番号 

有効受信桁数は１桁目の０を除いた６～１１桁とします。 

 （３） 当社網から発信可能な端末回線の種別は、第１項（３）の規定を準用します。 

 （４） 当社網と直接協定事業者網間で回線非対応信号を使用する信号方式は次のとおりとします。 

   ア 当社網と直接協定事業者網間は共通線信号方式を使用し、ＴＴＣ標準に準拠した No.７信号方式を適用 

 します。 

    イ ＭＴＰ仕様は、技術的条件集別表３または技術的条件集別表 3.1 に示すとおりとします。 

    ウ  ＳＣＣＰ仕様は、技術的条件集別表 12.1 に示すとおりとします。 

    エ ＮＴＴ固有サービス制御仕様は、技術的条件集別表 17 に示すとおりとします。当社網と直接協定事業

者網間の転送情報（各信号に設定されうるパラメータを記述します。）は次のとおりとします。 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＳＤＲＱ） 

情報名 適用 

発信ＩＤ ○ 

発番号 ○ 

発信ＫＡ ○ 

発ユーザ種別 ● 

ＩＳＵＰ１リンク希望表示 ● 

ダイヤル数字 ● 

機能レベル表示 ● 

通信路要求表示 ● 

隣接網形態識別 ○ 

付加ユーザ種別 ○ 

順方向呼表示 ○ 

発ユーザ番号 ○ 

発信地域情報 ○ 

汎用番号 ○ 

発信者番号非通知理由 ○ 

着信拒否制御 ○ 

ＩＰ番号 ○ 

第２網機能種別 ○ 

着ＩＮ番号 ○ 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＳＤＲＰ） 

情報名 適用 

接続指示  

 接続形態 ● 

出回線送出数字 ○ 

発側接続ＡＲＥ制御 ○ 

着側接続ＡＲＥ制御 ○ 

局内トランク ○ 
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待合せ時間 ○ 

待合せタイムアウトＡＲＥ制御 ○ 

発側ガイダンス情報 ● 

着側ガイダンス情報 ● 

強切タイミング ● 

 リダイレクト理由 ○ 

転送先番号 ○ 

着ユーザ番号 ○ 

ＩＳＵＰ１リンク希望表示 ○ 

課金信号要求フラグ ● 

再制御対象フラグ ○ 

着信拒否制御 ○ 

着信拒否遭遇呼 ○ 

理由表示 ○ 

ＮＳＰ設定情報 ○ 

第２網機能種別 ○ 

課金形態指示 ○ 

事業者情報転送 ○ 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＲＣＲＱ） 

情報名 適用 

切断イベント ● 

理由表示 ● 

信号局番号 ● 

ＡＲＥ制御結果イベント ○ 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＲＣＲＰ） 

情報名 適用 

接続指示  

 接続形態 ● 

出回線送出数字 ○ 

発側接続ＡＲＥ制御 ○ 

 着側接続ＡＲＥ制御 ○ 

局内トランク ○ 

待合せ時間 ○ 

待合せタイムアウトＡＲＥ制御 ○ 

着ユーザ番号 ○ 

ＩＳＵＰ１リンク希望表示 ○ 

着信拒否遭遇呼 ○ 

課金信号要求フラグ ● 

再制御対象フラグ ○ 

ＮＳＰ設定情報 ○ 
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第２網機能種別 ○ 

課金形態指示 ○ 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＣＨＩＦ） 

情報名 適用 

切断イベント ● 

着信端末番号 ● 

通信開始時刻 ○ 

切断時刻 ○ 

通話時間 ○ 

待合せ開始時刻 ○ 

理由表示 ● 

信号局番号 ● 

着信拒否遭遇呼 ○ 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＣＨＡＫ） 

情報名 適用 

課金信号再送出要求フラグ ● 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＲＣＩＤ） 

情報名 適用 

接続指示  

 接続形態 ● 

出回線送出数字 ○ 

発側接続ＡＲＥ制御 ○ 

着側接続ＡＲＥ制御 ○ 

着側ＡＲＥ論理制御 ○ 

着ユーザ番号 ○ 

ＩＳＵＰ１リンク希望表示 ○ 

課金信号要求フラグ ● 

ＮＳＰ設定情報 ● 

接続結果信号要求フラグ ● 

第２網機能種別 ○ 

 

 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＣＮＲＥ） 

情報名 適用 

接続結果イベント ● 

理由表示 ● 

信号局番号 ● 

信号の方向：ＮＳＰ→当社網（ＬＮＣＭ） 

情報名 適用 

着信端末番号 ● 
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信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＬＮＲＰ） 

情報名 適用 

通話路確認フラグ ● 

着信端末番号 ● 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＬＮＩＮ） 

情報名 適用 

初期設定フラグ ● 

呼識別番号 ● 

信号の方向：当社網→ＮＳＰ（ＬＮＡＫ） 

情報名 適用 

初期設定フラグ ● 

呼識別番号 ● 

(凡例) ●：必ず設定されます ○：必要時設定されます  

オ 技術的条件集別表５に示す接続シーケンスの内、フリーダイヤル接続機能に関わる接続で規定する接続

シーケンス例はＰＴ－Ｏ１及びＰＴ－Ｏ１３のとおりとします。 

ただし、接続シーケンスは、発側網（ＰＴ－Ｏ１３においては当社網）とＮＳＰ間のみを規定するこ

ととし、その他については接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定しません。 

（５） 当社網と直接協定事業者網間で回線対応信号を使用する信号方式は、第 32 条（接続方式）第１項の分

類３の規定を準用します。 

（６） 本則の共通線信号網利用機能（ウ欄）に係る料金の適用の信号は第１項（６）の規定を準用します。 

（７） 当社網と直接協定事業者網間で使用する試験方式は第１項（７）の規定を準用します。 

14 課金情報転送機能機能に関わる当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は次のとおりとします。 

（１） 当社網と直接協定事業者網間で回線非対応信号を使用する信号方式は次のとおりとします。 

  ア 当社網と直接協定事業者網間は共通線信号方式を使用し、ＴＴＣ標準に準拠した No.７信号方式を適用 

  します。 

  イ ＭＴＰ仕様は、技術的条件集別表３または技術的条件集別表 3.1 に示すとおりとします。 

  ウ ＳＣＣＰ仕様は、技術的条件集別表 12.1 に示すとおりとします。 

  エ ＴＣ仕様は、技術的条件集別表 13 に示すとおりとします。 

  オ ＩＮＡＰ仕様は、技術的条件集別表 19.1 に示すとおりとします。当社網と直接協定事業者網間の転送

情報（各信号に設定されうるパラメータを記述します。）は次のとおりとします。 

信号の方向：当社網→ＳＣＰ（InitialDP） 

情報名 適用 

serviceKey ● 

CalledPartyNumber ● 

callingPartyNumber ● 

callingPartysCategory ● 

callingPartySubaddress ○ 

miscCallInfo ● 

terminalType ● 

forwardCallIndicators ● 
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bearerCapability  ● 

eventTypeBCSM ● 

genericNumbers ○ 

extensions ○ 

信号の方向：ＳＣＰ→当社網（Connect） 

情報名 適用 

destinationRoutingAddress ● 

correlationID ○ 

iSDNAccessRelatedInformation ○ 

scfID  ○ 

genericNumbers ○ 

serviceInteractionIndicatorsTwo ○ 

extensions ○ 

信号の方向：ＳＣＰ→当社網（SendChargingInformation） 

情報名 適用 

SCIBillingChargingCharactoristics ● 

PartyToCharge ● 

(凡例) ●：必ず設定されます ○：必要時設定されます  

カ  技術的条件集別表５に示す接続シーケンスの内、課金情報転送機能に関わる接続で規定する接続シー

ケンス例はＰＴ－Ｑ１、ＰＴ－Ｑ２及びＰＴ－Ｑ13 のとおりとします。 

ただし、接続シーケンスは、発側網とＳＣＰ間のみを規定することとし、その他については、発側網

とＳＣＰ間の接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定しません。 

（２） 当社網と直接協定事業者網間で回線対応信号を使用する信号方式は、第 32 条（接続方式）第１項の規

定を準用します。 

（３） 本則の共通線信号網利用機能（ウ欄）に係る料金の適用の信号は第１項（６）の規定を準用します。 

（４） 当社網と直接協定事業者間で使用する試験方式は、第１項（７）の規定を準用します。 

15  通話終了通知機能に関わる当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は次のとおりとします。 

(１)当社網と直接協定事業者網間で回線非対応信号を使用する信号方式は次のとおりとします。 

  ア 当社網と直接協定事業者網間は共通線信号方式を使用し、ＴＴＣ標準に準拠した No.７信号方式を適用 

  します。 

  イ ＭＴＰ仕様は、技術的条件集別表３または技術的条件集別表 3.1 に示すとおりとします。 

  ウ ＳＣＣＰ仕様は、技術的条件集別表 12.1 に示すとおりとします。 

  エ ＴＣ仕様は、技術的条件集別表 13.1 に示すとおりとします。 

  オ 網特有ＡＳＥ仕様は、技術的条件集別表 16 に示すとおりとします。 

(２)本則の共通線信号網利用機能（ウ欄）に係る料金の適用の信号は第１項（６）の規定を準用します。 

(３)当社網と直接協定事業者間で使用する試験方式は、第１項（７）の規定を準用します。 

16 特定端末系事業者 IP電話着信課金接続機能に関わる当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は次

のとおりとします。 

（１） 当社網と直接協定事業者網間で回線非対応信号を使用する信号方式は次のとおりとします。 

  ア 当社網と直接協定事業者網間は共通線信号方式を使用し、ＴＴＣ標準に準拠した No.７信号方式を適用 
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  します。 

  イ ＭＴＰ仕様は、技術的条件集別表３または技術的条件集別表 3.1 に示すとおりとします。 

  ウ ＳＣＣＰ仕様は、技術的条件集別表 12.1 に示すとおりとします。 

  エ ＴＣ仕様は、技術的条件集別表 13 に示すとおりとします。 

  オ ＩＮＡＰ仕様は、技術的条件集別表 19.1 に示すとおりとします。当社網と直接協定事業者網間の転送

情報（各信号に設定されうるパラメータを記述します。）は次のとおりとします。 

信号の方向：当社網→ＳＣＰ（InitialDP） 

情報名 適用 

serviceKey ● 

CalledPartyNumber ● 

callingPartyNumber ● 

callingPartysCategory ● 

callingPartySubaddress ○ 

miscCallInfo ● 

terminalType ● 

forwardCallIndicators ● 

bearerCapability  ● 

eventTypeBCSM ● 

genericNumbers ○ 

extensions ○ 

(凡例) ●：必ず設定されます ○：必要時設定されます  

カ  技術的条件集別表５に示す接続シーケンスの内、特定端末系事業者 IP 電話着信課金接続機能に関わ

る接続で規定する接続シーケンス例はＰＴ－Ｑ１のとおりとします。 

ただし、接続シーケンスは、発側網とＳＣＰ間のみを規定することとし、その他については、発側網

とＳＣＰ間の接続シーケンスの解釈を補助する位置づけとし、規定しません。 

（２） 当社網と直接協定事業者網間で回線対応信号を使用する信号方式は、第 32 条（接続方式）第１項の規

定を準用します。 

（３） 本則の共通線信号網利用機能（ウ欄）に係る料金の適用の信号は第１項（６）の規定を準用します。 

（４） 当社網と直接協定事業者間で使用する試験方式は、第１項（７）の規定を準用します。 

（伝送装置間インタフェース仕様） 

第 86 条 伝送装置間インタフェース仕様は第 52 条（伝送装置間インタフェース仕様）の規定を準用します。 

（網同期クロックインタフェース仕様） 

第 87 条 網同期クロックインタフェース仕様は第 29 条（網同期クロックインタフェース仕様）の規定を準用

します。 

（その他接続に必要な事項） 

第 88条 その他接続に必要な事項のうち細目にわたるものについては当社と直接協定事業者間で別途協議の上、

決定することとします。 
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